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で、代表のリーダーシップのもとその役割を
会員全体で認識し将来のビジョンを描きなが
ら意欲的に活動している。
聖目が担う役割として、まずは耕作放棄地

対策がある。国の耕作放棄地再生事業を活用
した放棄地解消への取り組みでは、同市のみ
かん放任園148ａを会員６名が引き受け役とな
って青島温州の栽培に取り組んでいる。これ
は、高齢化による組合員数の減少に伴う生産
量の減少を防ぐため、自らの時代にみかん産
地を維持するための取り組みである。
また、新規就農者対策も欠かせない。地域

の就農見込者への勧誘についても会員が積極
的に行い、昨年度は２名の果樹後継者が就農
し、今後も後継者の就農が見込まれる。若手
就農者に対しては聖目への加入を促し、「一緒
に“あんみつ姫”を作ろう」と就農したくなる
雰囲気をアピールする。
このような取り組みができるのも、現在の

主力である父親世代が魅力ある果樹産地をし
っかりと築き上げてきたからである。過去に
は輸入オレンジの自由化や生産過剰による価
格低迷等、様々な苦労を乗り越えてこれまで
の産地確立に至っている。“あんみつ姫”を作
れば生計を立てることができる、儲けること
ができると農業を続けてきた成果が、若手に
しっかりと受け継がれている。諸先輩方の技
術を受け継ぎ、“あんみつ姫”作りの匠となっ
て新たなイノベーションを起こすべく今日も
会員一同切磋琢磨している。

（あかせがわ　さとし）

「聖目」（シェンムー）とは、中国語で“聖なる
目標”の意をいう。これは、先般行われた第
１回地域営農ビジョン大賞において優秀賞を
受賞した、大和みかん生産組合（佐賀県佐賀市）
の若手果樹後継者組織の名称である。
大和みかん生産組合は、地域のみかん農家

が主体となって構成している「果樹地帯型集
落営農組織」であり、運営委員会を中心に生
産から出荷販売まで組合員自らの責任で判断
し、その結果に対して課題解決に向けた協議
決定を自ら行うという民主的運営を理念とし
た組織である。
同組合では、117戸の農家が年間約5,000ト

ンの温州みかん、中晩柑類を生産販売してお
り、独自のみかんブランド“あんみつ姫”は高
品質と安定的なロットによる有利販売により、
市場からも高い評価を得ている。
特に貯蔵みかんについては、個々の農家が

所有する昔ながらの貯蔵庫で徹底した貯蔵管
理がなされており、年明け１月中旬から４月
上旬にかけて市場へ出荷され、じっくり寝か
せた貯蔵みかんの深い甘さとコクは今や産地
の特色となっている。
聖目は、平成13年に当時の若手果樹後継者

で組織され、会員数は現在14名、平均年齢は
31歳という若い年齢層で構成されている。定
例の勉強会をはじめ、県内外の優良みかん産
地視察、耕作放棄地の解消、貯蔵管理技術の
改善に向けた調査検討、「農家の顔が見える売
り場」づくりのための販促活動や販促用DVD
の作成等、産地における会員の担い手として
の役割は大きく組合員からの期待も大きい中
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みかんで儲ける！
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